
 

 

２年２組 提案授業 

「スイミーの気持ちを 

考えよう」 
[役割演技でスイミーになりきる！] 

国語の授業でおなじみの「スイミー」。「懐かしい！」と覚えておられる方
も多いのではないでしょうか？ 

今回の提案授業では、小さな魚達を見つけ、現状をなんとかしようと考
えに考えたスイミーのどんな思いが込められているかを、役割演技を通し
て、考えました。 

くり返し使われているスイミーの「考えた」という言葉の意味を、一生懸命
考える子ども達。教師の予想を超える反応もあり、とても充実した授業
となりました。 

 

  

 

 

あらすじの紹介↓ 

ある日、恐ろしいマグロがやってき

て、小さな魚の兄弟を飲み込みま

す。逃げ延びたのは、スイミーだけ。

独りぼっちになったスイミーは、海を彷

徨います。 

そんなある日、スイミーは赤い魚の

群れを岩陰でみつけました。「出てこ

いよ、みんなで遊ぼう。」 

大きな魚を恐れて岩陰から出られ

ない赤い魚達のために、スイミーは、

現状をなんとかしようと、うんと、考え

ます。 

 

令和4・5年度 熊本県教育委員会指定 

｢熊本の学び｣研究指定校 

 

自分の考えを伝え合う 

自分の考えを発表したい！  

友達の考えにも興味津々！ 
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